
 

 
 

 

テーマ：「～認知症の人との対話～」 
 

医療・介護の連携に関わるみなさん、三浦市の在宅医療に対する

思い・考え方を出し合って、三浦市の在宅医療に関する社会的役割、

在宅医療の手法とその実態などについて、情報を共有し合うことが

大切ですね…医師等の関係者と仲良く関係をつくり、日ごろ疑問に

感じていること等を話してみませんか！ 

   
団塊の世代が後期高齢者になる２０２５年は目の前です。高齢者が可能な限り住み

慣れた地域で、自立した生活を営むことができるよう、需要の高まる在宅生活に対応

するため、在宅医療の環境整備は喫緊の課題です。 

２０２５年から１５年後の２０４０年、患者さんは医療機関に通えなくなることも

考えられます。 

 

日  時 令和６年９月１３日（金） １９時００分～２０時３０分 

会  場 ホテルマホロバマインズ三浦 １３階 会議室 

対  象 医師・歯科医師・薬剤師・看護師・准看護師・理学療法士・作業療法士・

言語聴覚士・管理栄養士・栄養士・歯科衛生士・介護支援専門員・介護福

祉士・介護職・社会福祉士・精神保健福祉士・その他必要とする関係者 

定  員 ４０名（先着順） 

主  催 一般社団法人三浦市医師会 

共  催 三浦市、鎌倉保健福祉事務所三崎センター 

協  力 三浦市地域ケア連携会議 

令和６年度 三浦市医師会 



問い合わせ及びお申し込み先：三浦市医師会事務局 

TEL:046-881-2376/FAX:046-881-2392/E-mail:me156301@pastel.ocn.ne.jp 

内  容 

◆ 進  行  飯島医院  院長 飯島 康司 先生 

◆ 講  演  「～認知症の人との対話～」 

◆ 講  師 

 

栄樹庵診療所 院長 繁田 雅弘 先生 

栄樹庵診療所 院長  東京慈恵会医科大学 名誉教授  東京都立大学 名誉教授 

＜専門＞ 

老年精神医学、臨床精神医学（認知症、うつ病、妄想性障害） 

＜略歴＞ 

東京慈恵会医科大学卒業 

平成 4 年～7 年(1992-1995)  

スウェーデン・カロリンスカ研究所研究員 

平成 15 年(2003) 東京都立保健科学大学 教授 

平成 17 年(2005)～22 年(2010)  

首都大学東京（現都立大学）健康福祉学部 学部長 

平成 23 年(2011)～26 年(2014) 首都大学東京 副学長 

平成 29 年 東京慈恵会医科大学 精神医学講座 教授 

平成 29 年 首都大学東京 名誉教授 

令和 2 年 東京都立大学 名誉教授 

令和 6 年 東京慈恵会医科大学 名誉教授 

令和 6 年 栄樹庵診療所 院長 

＜役職＞日本認知症ケア学会 理事長、日本老年精神医学会 理事 

＜著書＞『アルツハイマー型認知症の人との対話 認知症の精神療法』ハウス出版 2020 年 

『アルツハイマー型認知症の人との対話 認知症の精神療法 2』 ハウス出版 2024 年 

『認知症の人の家族との対話 認知症の精神療法 3』 ハウス出版 2024 年 

 

 

◆ グループワーク・発表・ミニレクチャー 

◆ 質疑応答 

 

参加申込 別紙申込用紙に必要事項をご記入の上、ＦＡＸにて下記あてにお申し込み

ください。なお、電子メールにてご案内を希望される方は、問い合わせ先

電子メールに空メールを送信してください。 

 

申込期限 令和６年９月４日（水） 

※申込期限前でも、定員に達し次第締め切らせていただきます。 

 定員に達しご参加いただけない場合のみご連絡いたします。 

 

 


